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令和７年４月１日改正前の私立学校法第３７条第３項及び学校法人自治医科大学

寄附行為第８条第１項の規定に基づき、令和６年度における学校法人自治医科大学（以下

「大学」という。）の業務及び財産の状況並びに理事の業務執行の状況について監査を

行ったので、その結果について次のとおり報告する。 

 

 

１ 監査の方法及び内容 

年度当初に定めた監査計画に従い、大学事務局及び附属病院等から業務運営及び 

経理に関する報告を聴取し、会計帳簿その他の帳簿書類の検査を行うとともに、 

必要に応じて備品の管理及び使用の状況等に関する調査を行った。 

また、理事会、評議員会その他の重要な会議に出席したほか、重要な決裁文書等

の回付を受けてその内容を確認した。 

さらに、大学の会計監査を行う監査法人と意見交換を行うなど連携に努めた。 

 

２ 監査の結果 

その結果、大学の業務及び財産の状況並びに理事の業務執行の状況は、いずれも

適正なものと認められた。 

すなわち、事業報告書は、大学の業務運営の状況を正しく示していると認める。 

また、令和６年度決算に係る資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表 

及び財産目録は、同決算に付した監事の意見のとおり、法令、寄附行為等に従って 

大学の資金及び収支の状況並びに財政状況を正しく示していると認める。 


